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Results: 検者内信頼性の級内相関係数 (95%信頼区間) は合成加速度測定で0.67 (0.27-9.87) 、
角速度測定では0.82 (0.58-0.94) であった。骨固定と皮膚固定の相関係数は加速度測定：r=0.86 
(P<0.01)、角速度測定：r=0.83 (P<0.01)とどちらも強い相関を認めた。ACL欠損膝の平均3軸合成
加速度(皮膚固定: 14.6±3.4 m/s2 骨固定: 20.2±6.1 m/s2)は有意に正常膝(皮膚固定: 6.0±1.7 
m/s2, 骨固定: 9.7±4.2 m/s2)より大きかった。(P<0.05) またACL欠損膝の最大内旋/外旋角速度
の平均値(皮膚固定：266.9±78.7 / 247.1±59.2 deg/s, 骨固定: 310.1±63.3 / 270.8±95.1 






























【結果】検者内信頼性の級内相関係数 (95%信頼区間) は合成加速度測定で0.67 (0.27-9.87) 、角速
度測定では0.82 (0.58-0.94) であった。体表慣性センサと骨慣性センサの相関係数は加速度測定：
r=0.86 (P<0.01)、角速度測定：r=0.83 (P<0.01)とどちらも強い相関を認めた。ACL欠損膝の平均3
軸合成加速度(体表固定: 14.6±3.4 m/s2 骨固定: 20.2±6.1 m/s2)は有意に正常膝(体表固定: 
6.0±1.7 m/s2, 骨固定: 9.7±4.2 m/s2)より大きかった。(P<0.05) またACL欠損膝の最大内旋/外旋
角速度の平均値(体表固定：266.9±78.7 / 247.1±59.2 deg/s, 骨固定: 310.1±63.3 / 270.8±95.1 








発表終了後に主査の和田教授から、ACL 部分損傷の割合、ACL 損傷の症状、inertial sensor の臨
床応用や他のデバイスと比較しての優位性、加速度計を報告した先行研究との違い、実験手技や検
者間信頼性などについて、9 項目の質問がなされた。第一副査の植木教授からは今後の検者間信頼
性を向上するための工夫、reverse pivot shift 手技に関する質問や、加速度と角速度を同時に測定
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